
 

 

 

夢に向かう力で、自信をつかむ～すべては自分次第～ 

校長 只木 雅実 

［６月３日全校朝会の講話より］ 

全校生徒から書いてもらった夢・希望・目標・長所は、校長 

室の壁に掲示してあります。 

教員（養護教諭含む）、イラストレーター、税理士、保育士、 

医師、英語に関する仕事、絵を描く仕事、オーディオ・音楽に関

する仕事、家業を継ぐ、歌手、看護師、警察官、ゲーム制作、コ

ンビニ店員、自衛隊、新幹線の車掌、パティシエ、パン職人、美

容師、ペットショップ店員、漫画家、ユーチューバー、スポーツ選手（サッカー選手、バ

スケットボール選手、スケートボード選手、ダンサー、陸上競技、プロレスのレフリー）、

薬剤師、料理人、レゴの会社員、レジン作家等、みんな素晴らしい夢をもっています。 

 

日本初の女性イコン作家（画家）山下りんさんに関する本を読みました。

今から 160 年以上前、茨城県で武士の娘として生まれました。絵が好きで、

15歳の時、画家を目指します。上京して、浮世絵などの日本画と、洋画を学

びます。日本にあるロシア正教で洗礼を受け、教会の恩師の推薦で 1880年に

ロシアのサンクトペテルブルクに留学します。 

留学中には、工房で毎日、ギリシャの古いイコンを描き写すよう言われま

した。描きたかったのは、当時、最先端の絵画技術であった写実的なルネサンス様式の絵

です。好きな絵を描けない気持ちを日記に、「あまりのやるせなさゆえに、心悪（わる）し」

と記します。ストレスで体調を崩し、５年間の留学予定が 1 年半で日本に帰国します。帰

国後は、留学中のことを振り返り、反省します。聖像画師となり、62歳まで活躍しました。

「上手くなりたい、自分の才能を伸ばしたい」と強い気持ちをもち、夢を実現した話です。 

 

次は、現在の話です。バレーボール女子日本代表の古賀紗理那さんは、16歳から日本代

表に入り、10年以上代表でプレーしています。先日のインタビューでは、「変わりたいと思

ったら、自分から動かないと。結局、すべては自分次第なんだ。」と言っています。そして、

「パリ五輪を自分自身の集大成にしようと思っている」と決意しています。 

 

昔も、今も、「夢に向かっている人」、「夢に向かう力」には、共通することがあります。 

・上手くなりたい、自分の才能を伸ばしたいという強い意思を持っている 

・「全ては自分次第」と自分の強みや長所を信じている 

・主体性を発揮して、今できることを考え、行動している 

・長い時間をかけて、挑戦し続けている 

・自分を支えてくれる人を大切にしている 

夢に向かうことは、自分の思いに誠実に向き合うことです。自分に問いかけて聞いてみ

ましょう。「自分はどうなりたいのだろう」「夢に向かうことで、何を学べるだろう」「自分

の強みは、どう生かしていけるだろう」「今できることは何だろう」これが、自信をつかむ

考え方につながります。帰宅後や休日の過ごし方と夢を結びつけ、充実した日々を過ごし

ましょう。 
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岩船地区小中学校あいさつ運動を実施しました。生徒会

長からの「地域にあいさつを響かせよう」「いつもより元気

なあいさつを心がけよう」と呼びかけがあり、運動を始めま

した。 

朝、小学校の正門、裏門、コミュニティーセンター前、中

学校の玄関前などで、委員会毎に活動を実施しました。自分

から、相手にさわやかな気持ちを届けて、岩船地域であいさ

つの輪を広げようと取り組みました。 

特に、岩船小学校の正門と裏門では、登校する小学生に、元気にあいさつをしたり、やさ

しく声をかけたりして、コミュニケーションを図ろうとする生徒の姿がみられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【あいさつ運動 事後アンケートから】 

項 目 肯定的評価 

今後、あなたは、誰に対しても自分からあいさつをしようと思いますか。 100％ 

 

【生徒の振り返りから】 

・みんなの方からあいさつしてくれて、とても気持ちが良くてスッキリしました。私は自

分からあいさつするのが苦手ですが、みんなからあいさつしてくれるのを見て、私も少し、

自分からあいさつすることができました。（１年生） 

 

・自分からあいさつするのはいいことだと思ったし、あいさつを返してくれると嬉しいな

と思いました。地域の人たちはあいさつしたら笑顔で返してくれて、小学生は元気にあい

さつを返してくれました。これから、笑顔で相手に聞こえる声であいさつしようと思いま

した。 

 

・あいさつをすることで気持ちよくできたし、1回あいさつをすると、その後のあいさつが

楽で、軽々とあいさつができました。（２年生） 

 

・あいさつの大切さやあいさつをすることで気持ちが温かくなったり、知らない人でも少

し緊張がほぐれたりすると感じました。（２年生） 

 

・小学生は元気よくあいさつしてくれる人がいて、中学生になってから堂々とあいさつし

ていないような気がしたので、元気なあいさつを心がけたいと思いました。（３年生） 

 

・小学生のあいさつが大きくて負けないように自分から大きな声を出してやりました。小

学生も中学生もあいさつ運動を意識して声を出していたので、普通の生活の場面とか、地

域の人に対しても大きなあいさつをしていってほしいと思いました。（３年生） 

岩船小・中合同「あいさつ運動」（5月 29日～6月 4日） 



 

 

１年生が１学年ＰＴＡ行事で、ボッチャを体験しました。 

ボッチャは、年齢や性別、障害の有無、運動の得意・不得意など関係なく、誰とでも一

緒に楽しめるスポーツとして今、注目されています。競技方法やルールについては、NPO法

人希楽々の職員の方から指導していただきました。白球（ジャックボール）にむけてボー

ルを投げます。より白球に近づけるために、投げ方や投げる強さを工夫します。ゲームが

始まると、自然と笑顔や楽しそうな声が響きました。 

１学年ＰＴＡ役員の皆さんが、企画、運営してくださいました。生徒にとって、新しい

スポーツに触れる貴重な機会となりました。 

 

 

 

 

６月７日からの下越地区総体、11日からの下越地区陸上大会

に向けて、激励会を行いました。全校生徒が、選手、応援団、一

般応援生徒として、激励会に臨みました。選手は、４競技に出場

します。本校の運動部と、中体連に認められた団体からの出場

です。どの生徒にとっても、これまで自分やチームの力を磨い

てきたことを試す貴重な機会となります。 

応援委員会の生徒が、これまで昼休みの応援練習を企画し、全

校での練習を積み重ねてきました。応援活動の本番となったこ

の激励会は、エール、応援歌、コールと、どの応援も、応援委

員会、一般の応援生徒、そして選手自身一人一人が一体となり、

心を込めて、精一杯声を出す感動的な会となりました。 

今年の中体連大会は、岩船中学校運動部の集大成であり、運

動部の歴史を飾るメモリアルな大会です。チームのために、自

分にしかできないことがあります。 

今できることに集中して、チームを支え、岩中プライド～挑

戦、成長、主体性～にふさわしい姿を継続してほしい、そして、

素晴らしい大会にしてほしいとみんなの思いを込め、下越大会に送り出しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

6月 3日 下越大会激励会 

5月 31日 １学年 PTA行事 



 

 

岩船中学校からは、バスケットボール部、バレーボール部、柔道、バスケットボール

（Hangout）、陸上競技（アルビレックスＲＣ）が出場しました。選手は、大会に向けて真

剣に練習に取り組み、当日には、「今シーズンのベストゲームができた」と充実感を口にし

ていました。自分の力を出し切れたことを自信にして、次の挑戦をしてほしいと思います。 

【大会結果】 

バスケットボール部：対五泉川東中 36－79で敗退 

バレーボール部：対五泉川東中 2-0で勝利、対本丸中 1－2で敗退 

柔道（個人戦）：60kg級 1年生徒 1回戦勝利・敗者復活戦敗退  

73kg級 1年生徒 敗者復活戦により５位 

バスケットボール（Hangout）３位（県大会出場） 

:対新発田第一中 67－37で勝利、対両津中 70－45で勝利、 

対猿橋中 72－44で勝利、対本丸中 102－18敗退、 

３位決定戦 対京ヶ瀬中 49－42勝利 

陸上競技（アルビレックスＲＣ）：共通男子 100ｍ ２年生徒  

予選 2着 11秒 85、準決勝敗退 4着 11秒 65  

（通信陸上大会 7/7へ） 

３年生の皆さんは、部活動に区切りをつけることになりました。また、運動部について

は、両校の中体連大会終了後に、神林中との融合型部活動へ移行を進めます。バスケット

ボール部は、Hangoutに完全に移行します。また、バレーボール部は希楽々のバレーボール

クラブへの移行に向けて、平日の練習のみ学校で行います。そして、令和 7 年度初めから

は、当校は運動部活動を廃止し、吹奏楽部のみの活動となります。御理解を賜りますよう

お願いいたします。 

 

 

 

３年生が、学年ＰＴＡ主催の高校説明会を行いました。村上・新

発田地域の８校の高等学校から、各校の魅力や特色、高校生活の心

構えなどをお話しいただきました。 

どの学校に対しても、生徒が質問をして、理解を深めようとして

いました。 

３学年の役員の皆様をはじめ、保護者の皆様からもたくさん参加

していただきました。今後は、３年生が主体性を発揮し、オープン

スクールを活用するなど、卒業後の具体的な生活をイメージしながら、目標実現に向けた

取組を進めていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

下越地区総合体育大会（6月７日，11日，21日） 

 

 

7/1(月) 全校朝会、教育委員会学校訪問         16(火) ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ勤務日（ＡＭ） 

2(火) 生徒会朝会、ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ勤務日（ＰＭ） 17(水) ３年防災教育（5限神林中）、 

    部活動なし、３年授業公開５限               部活動なし 

3(水) ３年防災教育(5･6限神林中)           23(火) ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ勤務日（ＰＭ） 

5(金) イワカツ 5･6限                       24(水) 終業式、給食最終日 

7(日)～８(月)通信陸上大会                    25(木) 夏季休業、保護者面談～29(月) 

10(水) 部活動なし                            29(月)～31日(水)２年ｷｬﾘｱｽﾀｰﾄｳｨｰｸ 

 

７月の主な予定 

3年 高校説明会（6月 2５日） 


